
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

三重県 

取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

四日市市立橋北中学校 

取 組 の 名 称 これからの日本の農業のあり方を考える 

実 施 時 期 令和７年１０月７日（火） 

取組内容に該当する 

食育ピクトグラム 

（ 複 数 選 択 可 ） 

 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

☐ ☐ ☐ ☑ ☑ 

☑ ☐ 
   

          

取 組 内 容 社会科と食育を関連させ、ニュースでも話題となった米価格の高

騰について生徒たちに身近な給食のごはんをとり上げ、三重県農林

水産部の方をゲストティーチャーとして招き、授業を行いました。 

【目的】 

・日本の農業の現状から、これからのあり方を構想する。 

・現代社会にみられる課題の解決を視野に 

主体的に社会に関わろうとする態度を養う。 

【参加者】 

 ３年生生徒２６名 

【内容】 

・ごはん（外国米、R6年産給食米、R7年産給食米、R7年産結びの

神）を食べ比べ、好みのものを選び、価格順を予想しました。 

・三重県農林水産部の方に米の状況（価格高騰の要因、需要と供給）

や生徒が考えたこれからの農業のあり方の 

４つの構想（農業従事者、ＡＩ、耕作放棄 

地、魅力）について、アメリカとの比較や 

現在行われている将来に向けた取り組み 

について話をしていただきました。 

 

 


